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令和７年度 大島町地域公共交通活性化協議会（東京都大島町）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況・課題

（令和７事業年度に係るもの）
第9回 令和7年5月12日 書面開催
協議会設置要綱の一部改正について
第10回 令和7年6月20日 開催

地域公共交通に関する取組経過に
ついて その他協議事項
第11回 令和7年10月15日 書面開催

協議会補正予算について その他報
告事項
第12回 令和7年12月19日 開催

取り組み内容の中間報告 その他協
議事項

協議会開催状況

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況

アピールポイント

町民へのヒアリング等により、「高校卒業以来路線バスを利用していないため、利用方法を忘れた」「本土のバスと乗り
方も異なるため、ちゃんと乗れるかが不安」という意見があることが分かった。路線バスの利用促進を図るためには、①
利用方法の周知、②利用する上での不安要素の解消が不可欠であった。そのため、町民向けに運賃支払い方法等を
まとめた「バスの乗り方手帳」を作成し、小中学校や転入窓口、町内のイベント(「福祉まつり」(主催：社会福祉協議会)、
「学校祭」(主催：大島高校)において配布した。
また、福祉まつりでは、ノンステップバス車両を展示し、高齢者や子ども連れでも簡単に乗降できることを周知した。

交通計画の計画期間

交通計画の基本的な方針／定性的な目標

【基本的な方針】 大島町地域公共交通計画では、目指す将来像と、取組方針として4つの柱を設定しています。
目指す将来像 「共につくる、住みやすく、訪れやすい持続可能な交通体系の島」
柱１ 広域ネットワークを担う交通サービスの維持・確保
柱２ 町民の生活や観光需要に対応したフィーダー交通の再編
柱３ 誰にでもわかりやすく使いやすい交通サービスの確立
柱４ 自動車以外の交通手段も利用する新しいライフスタイルやツーリズムの推進

【目標】 ①大島公園ライン及び波浮港ラインの高校生などの定期利用者数を急激な人口減少が進む中においても、現状の2.5
万人/年で維持する。

② 大島公園ライン及び波浮港ラインの収支率を現状の38.2%から50.0％に改善する。

面 積 90.76 ｋ㎡

人口 （R7.4.1時点） 6,535 人

15歳未満 593 人

65歳以上 2,601 人

高 齢 化 率 39.8 ％

離島振興対策実施地域
・全部過疎地域

東京都大島町は伊豆諸島の北端に位置し、周囲を海に囲まれているため、都心部とを結ぶ主な移動手段は高速ジェット船と大
型客船である。本町内の路線バスでは、大島公園ラインと波浮港ラインがこれらの船便と接続する支線として機能しており、沿線
には買い物施設がある地区や大島高校への通学路が含まれるため、住民や来訪者の移動を支える重要な役割を担っている。
一方で町民の多くは自家用車で移動しているが、高齢化の進行に伴い免許返納で運転できなくなる人が増え、人口減少や共働き
の増加により家族による送迎も難しくなっている。そのため、特に高齢者の自由な移動を確保する観点から、大島公園ラインと波
浮港ラインは日常生活に不可欠な交通インフラとなっている

・大島公園ライン・波浮港ラインにおいて、大島高校への登校時間帯の大島高校直通便の維持
・大島公園ラインにおいて、元町港・岡田港間の運行便の維持
・大島公園ライン・波浮港ラインにおいて、利便性を向上するためのキャッシュレス決済対応サービスの実証実験の継
続 実施
・大島公園ライン・波浮港ラインにおいて、利便性を向上するためのGTFS-JPの継続的な情報更新
・学校モビリティ・マネジメントの実施



運行系統図およびバス路線図・時刻表

系統図 路線図
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学校モビリティ・マネジメント

学校祭での展示・アンケート実施 イベントでのバス車両展示・乗り方教室の実施


